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海馬局所回路の定量簡略モデルの構築









Hodgkin-Huxley モデルがある．このモデル 6 つの変数の振る






















































(I   Fe(E)) (2)







( E + Fi(I)) (4)
Fi(I) = 1:0  (I   1:5)2 + 2:3 (5)
以上の微分方程式から，海馬局所回路における位相平面が求
まること，興奮性神経及び抑制性神経が同期発火することを示















[1] 宮川博義・井上雅司共著 『ニューロンの生物物理』 丸善株
式会社，2003
